
 

3.9 激甚化する水災害へのＩＴＣ戦略（河川研究部 鳥居 謙一） 

            

皆さん、こんにちは。ただいまご紹介い

ただきました国総研の河川研究部長をし

ております鳥居でございます。本日はこう

いったタイトルで少しお話をさせていた

だければというように思います。 

 最初に皆さんにご協力いただきたいの

ですけれども、スマートフォンをお持ちの

方ちょっとお手を挙げていただけないで

しょうか。世の中こういう状態で一般的に

５割の人がスマートフォンを持っている

という状態の中で、われわれの戦略として

もそういったものをターゲットにしながら

今後情報をどうやって提供していくのか、

あるいは情報の品質をわれわれはどう考え

て出していくのかということが、これから

重要になるのではないかということを踏ま

え、今回あえてＩＴＣというタイトルをつ

けさせていただいております。 

 それでは本題に移らせていただきます。 

 

―スライド（総雨量1,000mmを超える豪雨が月に２回）― 

 まず、今年の災害のレビュー、振り返り

ですけれども、今年８月にはこの 1,000mm

を超えるような豪雨をもたらした台風が２

連発。11号、12号によりまして、1,000mm

を超えるような雨をもたらせて水害や土砂

災害が発生したということで、私は四国が

長いのですけれども、四国でもこの那賀川

流域の阿南で小学校の１階部分が浸かるよ

うな大浸水になったり、あるいは高知の仁

淀川の支川のいの市という所ですが、そこ

でもこのぐらいの大浸水になったりという

ことで、このときは死者５名、全壊 10戸というような激甚な災害を発生させております。 

   写真-12 河川研究部 鳥居 謙一 
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―スライド（時間雨量50mmを超える豪雨が各地で発生）― 

 また、今年は全国で時間 50mmを超えるよ

うな豪雨も各地で発生いたしました。例えば

７月には南木曽町で時間 76mmの豪雨です。

８月には南陽市で時間 52mm、８月の福知山

では時間62mmの災害、そして８月の広島で

は時間101mmの豪雨をもたらし74名の尊い

命が失われたということであります。 

 

―スライド（激甚化する水災害への対応）― 

 30 年前に比べまして、だいたいこの時間

50mmを超える豪雨の発生は 1.4倍ぐらいの

発生の件数になっているというように言わ

れております。このような災害が激甚化して

いる中で、「新たなステージ」に入っている

と言われておりまして、そういった激甚化す

る水災害に対して、きょうは特にこの情報通

信技術をどうやって使っていけば、より安全

なのかというお話をさせていただきたいと

思います。 

 

―スライド（激甚化する水災害）― 

 まずお話をする前に、水災害の特性と情報

の関係について見てみたいと思います。 

 このグラフは横軸が時間、縦軸が総雨量と

いうものを示したものであります。いわゆる

集中豪雨といったものは、短時間に 200～

300mm ぐらいの雨が降るということで、非

常に局所的に起こるということと、短時間に

起こるということは非常に予測が困難だと

いう性格を持っているという中で、やはり状況情報というのを的確にどうやって住民に伝えるかと

いうことが非常に重要になる災害であるということです。 

 また大規模災害というのは、流域ぐらいの大きさの広いエリアに２～３日かけて雨が降って、そ

れで災害が発生するということで、時間的には結構余裕があるのですけれども、何せ時間が非常に

長いということで予測情報を使わなければいけないけれども、この予測の精度が低いというような

特性があります。 
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 このように災害によりまして情報の性格が違うということで、こういったことを踏まえていろい

ろＩＴＣ戦略については考えていかなければいけないということで、きょうは集中豪雨と大規模水

災害に分けて議論を進めていきたいなと思います。 

 

―スライド（集中豪雨）―― 

 最初に集中豪雨についてであります。集

中豪雨で今回対象にしようと思っているの

は、地下室の利用者の安全であります。地

下室の利用者は地上の雨の状況が把握でき

ない、あるいは浸水の状況を把握できない

といったとこから、気が付いたときにはす

でに水が来ていて犠牲に巻き込まれるとい

うような事態に発展するわけです。そうい

った意味で、ここでは地下室の利用者に危

険をどうやって知らせて、避難行動を取っ

ていただくためにはどうすればよいのかと

いうことについてまず考えてみたいと思い

ます。 

 

―スライド（XRAIN で観測された広島豪雨

（2014年8月20日））― 

 まず、考えるにあたって現在どういった

情報が提供されているのかということを整

理いたしました。１つはわれわれがゲリラ

豪雨対策として整備してきた XRAIN であ

ります。これについては 250m メッシュ、

しかも１分更新でデータを発信していると

いう状況であります。もともと XRAIN と

いうのは、平成20年神戸の都賀川で発生し

たゲリラ豪雨で小学生、あるいは園児が亡

くなったことを受けて整備したＭＰレーダ

ーでございまして、そういった意味で集中

豪雨との親和性が高い情報を提供している

ということでございます。 
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―スライド（メールサービス，ハザードマップ）―― 

 ２点目がメールサービス系でありますが、さらに六甲砂防では XRAIN と情報通信技術を組み合

わせて、登録した人に設定した地域に強い雨が降った場合にアラートメールを配信するというサー

ビスを展開しているというような状態。あるいは内水のハザードマップについても平成 18年に「内

水ハザードマップ作成の手引き」を公表しまして、現在 264の市町村でこういった内水を対象にし

たようなハザードマップが整備されているということで、かなりリスク情報というものは提供され

ているという状況があるということをまず認識しておかないといけないと思います。 

 

―スライド（メールサービス、エリアメール）― 

 さらに、メールサービスということで

多くの県や市町村が、登録制ではありま

すけれども、登録した人に対して市町村

が発信する避難勧告の情報とか、そうい

ったものをメールで発信する。 

 あるいは、エリアメールというものを

使いまして、強制的にあるエリアにいる

人たちに対して携帯にメールを発信す

るというシステムを導入している市町

村もあるということであります。 

 ですので、皆さんきょうスマホをかな

りの方が持っておられましたけれども、きちんと登録いただければきちんと避難情報がお手元に届

くという状況にすでにあるということであります。 

 

―スライド（スマートフォンの位置情報サービスを活用した防災情報の提供例）― 

 さらにスマホの場合にはスマートフ

ォンの位置情報サービスを利用いたし

まして、情報を提供するというサービス

も、これは民間企業ベースでありますけ

れども、無料で提供されています。近く

で強い雨を気象庁が予測すると、その情

報を皆さんのお手元に配信するという

システムが民間ベースで提供されてい

るという状況であります。 
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―スライド（情報の伝達手段）―― 

 いままでお話してきたことをまとめま

すとこの表のようになりまして、いままで

喋って来たのは少しハイテク系のお話で

ありますが、ローテクである伝言、あるい

は防災無線というものもあるわけであり

ます。私は決してローテクが悪いというわ

けではないと思っています。ローテクであ

りますけれども、対面、あるいは肉声とい

うことであって、かなり切迫度、緊迫度を

もって情報を伝える手段としては非常に

重要ではないのかなと。あるいは伝言もこういった伝言をきちんと伝わる地域をやはり今後も維持

していくことが、防災上非常に重要であるということで、これを決して否定する気はありません。

これも大切な情報ツールだと思います。 

 さらに、こういった新たなハイテク系のツールをどうやって使っていくのかということが重要

で、こういったものは一斉に情報を提供するという意味では非常に有効だというように思います

が、一方で電子媒体ということで切迫度がなかなか伝わり難いということがあります。ですので、

切迫度を伝えるということで工夫が必要だと思います。 

 あともう１点。スマートフォンをたくさんお持ちでしたけれども、スマートフォンというのは個

人を特定して、情報を正確かつ即時に伝えることが可能であり、非常にゲリラ豪雨対策としては有

効なツールではないかなというように思います。そういったスマートフォンといったものをとおし

て、やはりスマートフォンに合った、この品質に合った情報、リアルタイム、あるいはピンポイン

トといった情報を今後流していくことが情報提供の分野では極めて重要になるのではないかなと

いように思います。そういった意味で、情報をスマートフォン品質に直していく。 

 

―スライド（伝達する情報）―― 

 特に雨のほうは先ほど XRAIN でお話し

したように 250mメッシュ１分という高解

像度になっておりますけれども、まだまだ

水位の情報については 10 分、しかも１点

の水位観測所の情報を提供しているとい

うことでありますので、そういった意味で

水位情報の分解能の向上にチャレンジし

ていきたいというように考えております。 
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―スライド（集中豪雨）―― 

 以上までが集中豪雨の関係の整理であ

りますけれども、これからは住民が地域と

情報をもとに自主的に避難をするといっ

たような社会を目指していくべきだろう

と。そのためにも、自主避難のトリガーと

なるような情報を作っていかないといけ

ない。私はこういった情報が市町村の防災

担当者にとっても非常に有効なのではな

いかと思います。やはり行政と市民が同じ

ような感覚を持つということ、意識を一致させるといった意味で難しい情報だけではなくて、分か

りやすい情報を提供していくといった意味からしても、こういった即時、あるいは高解像度の水位

・浸水情報というのが極めて有効ではないかなというように思っております。 

 また、こういった技術だけではなくて、やはり人の命を守るといったことから、こういった情報

をどうやって使うのかといった意味で情報リテラシーの向上ということで、現場ニーズと現場の関

係のコミュニケーションを通じていいものを作って行くという努力が必要なのではないかなとい

ように考えております。 

 

―スライド（大規模水害）―― 

 次は２点目の大規模水害の関係であり

ます。内閣府が利根川の首都圏広域水害の

想定を発表しまして、421 万人の大規模避

難が必要であるということになりました。

ですので、大規模避難、あるいは壊滅的な

被害をどうやって防ぐかということを問

題として設定します。 

 ここでポイントになるのが、この「タイ

ムライン」という言葉でありまして、タイ

ムラインを発動し運用するということが

極めて重要になってまいります。 

 

―スライド（大規模災害に関するタイムラ

イン（防災行動計画）の流れ）― 

 タイムラインの例として、こういったも

のがございます。38時間ぐらい前に広域避

難を開始しなければいけないとか、18時間

134



 

 

 

前にダムの事前放流をしなければいけないとか、あるいは公共交通機関も９時間ぐらい前に運航を

停止しなければ間に合わないというようなタイムラインのイメージが示されています。 

 このようなオペレーションは基本的には雨が降っている前でありますので、予測情報に基づいて

順次オペレーションが行われていくということであります。そして予測のベースになっているの

が、こちらに書いてある気象庁が発表している予測情報であります。84時間前の予測降雨からずっ

と６時間、１時間となるほど精度がよくなっていくわけです。気象庁は、予測情報を提供している

ということであります。 

 そして防災機関がオペレーションを的確に行うためには、この雨の情報ではまだ不十分でありま

して、これを水位情報に変換してようやく防災機関が使えるようになるということであります。そ

のためにこういった水位情報を変換する

と言ったことが極めて重要であるという

ことであります。 

 きちんとオペレーションするためには、

きちんと現場状況が把握されているとい

うことと、予測情報がきちんと提供されて

いるということの２点が重要だというよ

うに考えています。 

 

―スライド（洪水監視・はん濫監視・浸水

監視）― 

 この表はその監視に対する対象と目的

と方法について整理したものであります

けれども、ここで新しい技術としてアドホ

ックネットワーク簡易水位計という技術

がございます。 

 

―スライド（アドホックネットワーク型簡

易水位計）― 

 これはここに書いてありますが、無線で

水位データのネットワークを自動的に構

築して、多数の水位計をリアルタイムでオ

ンライン化することが可能になるという

ことであります。 

 いま直轄等で整備されているのは、やは

り一箇所当たり非常にお金がかかるので
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整備個所が少ない、限られているということになりますけれども、これですと多くの簡易型の水位

計を設置してそれをネットワークするということで、非常に多点の水位観測を可能とする技術では

ないかというように考えております。 

 こういったものを使うことによって、高感度の監視体制をまず構築することができるのではない

かなというように考えております。 

 

―スライド（雨から水位への翻訳）― 

 次が予測関係でございます。予測につい

てはこうやってこちらにいくほどリアル

タイムで、だんだん予測時間が長くなって

いくわけでありますが、どうしても長くな

ればなるほどいろいろな技術を使って予

測をしていかなければならないというこ

とで、だんだん誤差が増えていくというこ

とになっているわけであります。そういっ

た中で、やはり短・中期、いわゆる６時間

ぐらいまでについてはどうしても正確な

水位予測が必要であろうということで、正確な水位予測を目指して技術を磨いていかないといけな

い。その中の中核になる技術が、先ほど申し上げたような多点水位観測とデータ同化技術というも

のを組み合わせて精度を上げていくことではないかなと考えております。 

 また、次の長期予測については、どうしても予測雨量というものを活用することになります。こ

の雨量の長期予測の信頼性を向上させるにはある程度限界があり、やはりこの信頼性の情報をなん

とか提供していく、併せて提供することによって行政判断を正確に行うことが必要であろうと。 

 

―スライド（データ同化）― 

 データ同化というのは、気象の分野で

皆さん解析雨量と言う言葉を聞いている

と思いますけれども、レーダーと地上の

観測雨量をうまく合わせて、正確な面的

な雨量を推定する技術です。これを水理

分野にも応用しまして、数値計算と先ほ

どの多点観測データを同化させて、解析

水位として連続的な正確なデータを作っ

て行くというようなことが可能な時代に

なっているということであります。 
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―スライド（粒子フィルターを用いた洪

水予測のイメージ）― 

 その中のデータ同化技術としてよく使

われるのが粒子フィルタというもので、

こういった形で、これは 300 点の粒子を

使っていますけれども、300 点で予測し

ます。見ていただきたいのは黒い線が実

際の実流量で、赤い線が粒子フィルタを

加えたときの予測、そして緑が現況の予

測結果で、かなり予測を正確にすること

ができるようになるのではないかなとい

うことであります。 

 

―スライド（アンサンブル(ENS)予測雨量

計算結果事例）― 

 長期予測のほうの信頼性情報の付与に

ついてでありますけれども、これについ

てはアンサンブル（ＥＮＳ）というもの

を使うわけであります。これがアンサン

ブル結果で 20 の予測をこれは出力して

いるということであります。 

 8月 31日を起点に 84時間先について

20のパターンの予測を出しているという

ことであります。この予測雨量を用いて、

例えばアンサンブル予測雨量を用いた洪

水予測のイメージとしてはこういった形

で予測結果が得られるということであり

ます。 

 

―スライド（雨から水位への翻訳）― 

 従来ですと、洪水予測というのは１つ

の線しか与えられなかったのです。その

結果、それに含まれている不確実さとい

うものがなかなか認識することができな

かったと思いますけれども、こういった

形でデータを出力することによって、例
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えば 20 の予測の中の平均値（赤いライン）で評価するのか、あるいは安全側で一番外側で行くの

か、一番低めで行くのかということが、行政判断上求められるわけでありまして、そういった議論

をすることよって予測をどう使うのかということのディスカッションが現場サイドでできる。こう

やって技術と現場とのコミュニケーションができるツールとして、このアンサンブルは極めて重要

ではないかなというように考えております。そしてそういったデータを出していきたいというよう

に考えております。 

 

―スライド（大規模水害）―― 

 こういった技術を活用しまして、高精度な浸

水あるいは洪水予測にチャレンジしていきた

いというように考えております。こちらが大規

模水害のまとめでありますけれども、基本的に

は的確にタイムラインを発動、運用するために

必要な監視・予測というものを高度化してい

く。しかも予測については判断を支援するよう

な信頼性情報をきちんと提供して、行政がその

情報を踏まえて予測をどう使うのかというこ

とを判断できるような状態にしていきたいと。 

 いずれにしましても、そういった予測とどうつきあっていくのか、予測の不確実性をどう認識し

て使うのかというリテラシーについては、われわれ研究機関と行政機関の間でコミュニケーション

しながら、何が一番正しい判断なのかということをディスカッションしていくことが極めて重要だ

ろうというように考えております。 

 

―スライド（戦略的イノベーション創造プロ

グラム（SIP））― 

 それで、チャレンジしますと言っていまし

たが、こういったプロジェクトが今年からス

タートしております。これはＳＩＰ（戦略的

イノベーション創造プログラム）というわが

国のイノベーションを支える重要研究とし

てこの研究が認められまして、先ほどから説

明しているのが、この予測・観測データを用

いた高精度な河川水位・氾濫の予測という研究に取り組むことになっておりまして、３年で基礎技

術を、さらにプラス２年で実用化することがこのプロジェクトの大きな課題になっておりまして、

５年後にはきちんと皆さんのところにこの技術をお届けできるようにわれわれ頑張っていきたい

と考えております。 
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―スライド（まとめ）―― 

 最後、まとめでありますけれども、激

甚化する災害に対応するために、１つは

やはり集中豪雨には迅速な避難、あるい

は大規模水害についてはタイムライン運

用というために必要な情報がそれぞれ違

うものがあるという中で、集中豪雨につ

いては高精度な洪水・氾濫・浸水の監視

技術。あるいは大規模水害でしたら予測

精度の向上、あるいは信頼性の評価とい

うことをきちんと技術的なサポートして

いきたいと思いますし、また行政機関、

あるいは市町村の方々といろいろディス

カッションしながら、この防災リテラシ

ーの向上のためにどういうことができる

のかということも一緒に考えていければ

なというように考えております。 

 以上で私の講演を終わらせていただき

ます。どうもご清聴ありがとうございま

した。 

 

 

ご清聴ありがとうご
ざいました．
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